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［事案 2022-203］契約解除取消等請求  

・令和 5年 10 月 30 日  和解成立 

＜事案の概要＞ 

 告知義務違反を理由に契約が解除されたことを不服として、契約解除の取消し等を求めて申

立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

令和 3年 4月に肝がんで入院したため、平成 29年 9 月に乗合代理店を通じて契約した医療

保険にもとづき、給付金を請求したところ、給付金は支払われたが、告知義務違反を理由に契

約が解除された。しかし、以下等の理由により、契約解除を取り消してほしい。それが認めら

れない場合は、引受基準緩和型の保険に変更してほしい。 

(1)主治医から、糖尿病の病名告知はなく、糖尿病予防のための診察、投薬を受けていた。告

知時には、その旨を募集人に話している。 

(2)告知時、募集人から、服用している薬は告知書に記載しなくてもよいと言われ、はっきり

と糖尿病と告げられていない場合には保険に加入できると聞いた。 

＜保険会社の主張＞ 

以下等の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)当社の調査によると、申立人は既に糖尿病と診断され、病名の告知も受けており、治療の

ための投薬をしていた。 

(2)募集人は、申立人から糖尿病の診断確定はされていないと聞いており、予防のためと聞い

ていた。募集人は、告知妨害や不告知教唆をしていない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、契約締結時の状況を確認す

るため、申立人および募集人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

 上記手続の結果、本件は和解により解決を図るのが相当であると判断し、当事者双方に対し、

和解を促したところ、同意が得られたので、和解契約書の締結をもって手続を終了した。 

 

 


